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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

    

1.11.11.11.1 対象対象対象対象    

 

 本書は、IHE-J 統合プロファイル「PDI (Portable Data for Imaging)」の概要を理解

している PDI作成・参照するベンダおよび医療従事者を対象としています。 

 

 

1.21.21.21.2 目的目的目的目的    

 

 本書の目的は、画像が格納された CD－R 等のメディアが PDI プロファイルに準拠し

て作成されたものかを検証するツールの操作を理解するための説明書です。 
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2.2.2.2. PDIPDIPDIPDI チェックチェックチェックチェック機能機能機能機能アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの動作前提環境動作前提環境動作前提環境動作前提環境    

本章では、PDI チェック機能アプリケーション（以後、当アプリと表記）の動作前提となる

環境を説明します。 

 

2.12.12.12.1 実行環境実行環境実行環境実行環境    

 

実行環境は、表 2-1 実行環境の通りです。 

 

表 2-1 実行環境 

OS Microsoft Windows XP Professional 以降 

言語環境 Microsoft .NET Framework 2.0 

 

当アプリケーションは実行するにあたって管理者権限を必要とします。 

Windows Xp で実行する場合、管理権限ユーザで OS ログインした環境で実行してくだ

さい。 

Windows Vista以降の場合、管理者権限に昇格する旨のダイアログが表示されますので、

指示に従い管理者への昇格または管理者ユーザのログインを行ってください。 

 

 

2.22.22.22.2 推奨推奨推奨推奨ハードスペックハードスペックハードスペックハードスペック    

 

推奨ハードスペックは、表 2-2の通りです。 

 

表 2-2 推奨ハードスペック 

CPU OSが推奨する動作スペックに準ずる 

メモリ OSが推奨する動作スペックに準ずる。 

(Windows XP：256 MB 以上の実装メモリ) 

ハードディスク システムドライブに 900 MB 以上の空き容量が必要 

プリンター CDレーベルを印刷する場合は、CDレーベルが印刷可能な

プリンターが必要。 
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3.3.3.3. アプリアプリアプリアプリケーションケーションケーションケーションのののの機能機能機能機能概要概要概要概要    

本章では、当アプリを利用するにあたっての機能概要を説明します。 

 

3.13.13.13.1 当当当当アプリのアプリのアプリのアプリの機能機能機能機能    

当アプリは、データ画像コンテンツファイル群が格納されている可搬媒体(CD-R)または、

同等の構成を持つフォルダが「可搬用データ画像（PDI）統合プロファイル」で定められ

た可搬媒体形式であるかのチェックを行います。 

 

（利用 運用形態） 

 

 

（構成図） 

 

PDIチェック 

ツール 

環境設定

情報 

ファイル 

OR 

 

PDI メディア 

PDI 同等構成

のディレクトリ 

 

チ ェ ッ ク 結

果レポート 

ファイル 

(html)  

 

・PDI のコンテンツチェック 

・チェック結果レポート印刷 

・CD レーベル印刷 

ローカル PC 設置 

CD レーベル印刷 

チェック結果レポート

保存・印刷 

当該医療機関、 

プリンタ設定内容等の

各種環境設定情報 

医療施設医療施設医療施設医療施設    AAAA    医療施設医療施設医療施設医療施設    BBBB    

PDI チェック 

ツール 

PDI チェックツールにて内容を検証してい

るので他施設に安心して渡すことができ

る。 

PDI チェック結果レポートを見て安心して自施

設のビューアアプリで参照することができる。 

受け取り側でも PDI チェックツールを利用するこ

とで問題がないことを把握し、問題があった場

合もすみやかに対処することができる。 

OR 

 PDI チェック 

ツール 
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PDI のチェックは、メディア形式、格納ファイル形式、DICOM インスタンスのタグ内

容と多岐にわたり、バリエーションの多い DICOMタグ内容検証などはチェック機能自体

単一化できません。 

そのためチェックレベルを下表のように定め、当アプリは PDIPDIPDIPDI 二次二次二次二次チェックチェックチェックチェックまでをサポ

ートします。 

No チェックレベル チェック内容 

1 PDI一次チェック 

(Level1チェック) 

PDIのメディア形式(ISO9660)および 

DICOMDIR 内の画像ファイル情報と実際の画

像ファイルの存在有無など、DICOMインスタン

スの内容を参照しない形でのチェック機能。 

2222    PDIPDIPDIPDI 二次二次二次二次チェックチェックチェックチェック    

(Level2(Level2(Level2(Level2 チェックチェックチェックチェック))))    

上記上記上記上記にににに加加加加えてえてえてえて、、、、患者患者患者患者・・・・検査検査検査検査・・・・画像画像画像画像シリーズなどのシリーズなどのシリーズなどのシリーズなどの

画像情報画像情報画像情報画像情報をををを表示表示表示表示、、、、レポートするレポートするレポートするレポートする機能機能機能機能。。。。    

3 PDI三次チェック 

(Level3チェック) 

上記に加えて、DICOMインスタンスのタグ内容

のチェックおよび内容をレポートする機能。 

 

 

PDIチェックツールは、チェック対象の可搬媒体（CD）が、「基本的な PDIの仕様を満

たしているかどうか」について、確認を行う目的で作成されており、本チェックツールの

通過が、任意のシステム（装置）間における画像連携の成否を保証するものではありませ

ん。 

最終的な画像連携の成否には、可搬媒体の仕様だけでなく、コンテンツである DICOM

関連ファイルについて、それぞれのシステム（装置）が採用している DICOM 規格の範囲

や、その整合、実装している機能等が大きく関与します。 

しかし、「CDを受け取った側」が遭遇する「全く読めずその理由も判らない」というト

ラブルを最低限減らすためにも、本チェックツールを通過した可搬媒体をやり取りする事

が望ましいと考えられます。 
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4.4.4.4. 当当当当アプリアプリアプリアプリ操作操作操作操作説明説明説明説明    

PDIの検証を行う流れで操作の手順を説明します。 

操作は管理者権限管理者権限管理者権限管理者権限のあるユーザのあるユーザのあるユーザのあるユーザで行ってください。 

 

4.14.14.14.1 当当当当アプリのアプリのアプリのアプリの起動起動起動起動    

Windowsデスクトップのショートカット「PDIチェックツール」をダブルクリックする

ことでアプリケーションが起動されます。 

Windows Vista、Windows7 の場合、下図のような管理者権限へ昇格させる確認ダイア

ログが表示されます。「はい」を選択して続行させてください。 

 

 



  

6 
 

4.24.24.24.2 アプリアプリアプリアプリ起動直後起動直後起動直後起動直後のののの画面画面画面画面とチェックのとチェックのとチェックのとチェックの流流流流れれれれ    

アプリ起動後、CD のマウント状態によってボタンの使用可否状態が異なりますが、下図

のような状態で画面表示されます。 

 

「チェックの内容」タブにチェックする内容の一覧があらかじめ表示されます。 

 

チェックの操作は以下の流れで行います。 

1. チェック対象ドライブの選択 

2. チェックの開始 

3. チェック状態をログで確認 

4. 一次チェック結果の表示内容を確認 

5. 一次チェック結果のレポートを表示し内容を確認・印刷 

6. 二次チェック結果（画像情報）の表示内容を確認 

7. 二次チェック結果（画像情報）のレポートを表示し内容を確認・印刷 

8. CDレーベルの印刷 
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4.34.34.34.3 チェックチェックチェックチェック対象対象対象対象ドライブのドライブのドライブのドライブの選択選択選択選択    

チェック対象となる CDドライブまたは PDI相当のディレクトリを指定します。 

 

CD かディレクトリかはラジオボタン「○」をチェックすることでどちらかを選択できま

す。 

ディレクトリを指定する場合は、ファイル選択ボタン をクリックすることでファイ

ル選択ダイアログが表示され対象のディレク

トリを選ぶことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.44.44.44.4 チェックのチェックのチェックのチェックの開始開始開始開始    

チェック開始ボタンをクリックすると PDI一次チェックが開始されます。 

チェックが開始されると 

ボタンは に変化します。 

 

チェック途中で中断したい場合は 「チェックの中断」をクリックしてください。 

チェックの中断は状態によって若干時間がかかります。 

中断をクリックした場合はそのままでしばらくお待ちください。 
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4.54.54.54.5 チェックチェックチェックチェック状態状態状態状態をログでをログでをログでをログで確認確認確認確認    

チェック開始に伴って、チェック処理内容がログ画面に逐次表示されます。 

 

 

（ログ表示はメイン画面の左横に表示されます） 

 

 

チェックの状態を表示色で判断できます。 

表示色 エラー状態 

黒色 情報・内容の通常表示 

青色 ワーニングエラー 

赤色 エラー・フェータル 
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4.64.64.64.6 一次一次一次一次チェックチェックチェックチェック結果結果結果結果のののの表示内容表示内容表示内容表示内容をををを確認確認確認確認    

チェックが完了すると画面「チェック結果・画像情報」に結果が表示されます。 

 
 

問題がない場合は青背景で「パス」と表示されます。 

ワーニング、エラーが存在する場合、下図のように表示されます。 
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チェック結果がワーニングとなる場合の判断 

PDIに格納されているビューアアプリケーションなどは実行対象の OSによっては 

ファイル名が 8文字＋拡張子 3文字内に収まらないケースがあります。 

CD のファイルシステム形式は ISO9660Level-1（ファイル名は 8 文字以内、拡張子 3

文字以内の大文字英数か「_」）と定められていますが、OSに依存する実行ファイルは

その OSで正しく読めれば問題ないことより、DICOM以外の「その他ディレクトリ」

に格納されているビューアアプリなどのファイルは「ワーニング」であってもそのまま

配布している弾力的な運用が行われています。 

 

ケーススタディ） 

Microsoft Windows のアプリによって作成されたメディアと同梱されるビューアアプ

リは、Windows以外ではビューアは実行できない。(ビューアベンダの OSサポート次

第) 

そして、Windows で認識できる CD メディアは ISO9660 形式でなく Windows 固有

(ISO9660拡張形式)でマウントされるため ISO9660に厳密準拠していなくても運用に

問題はでない。 

という考え 

 

このことより、ワーニングが出たからといって、すぐに運用に問題があるとは言い切れ

ないケースがあります。 
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4.74.74.74.7 一次一次一次一次チェックチェックチェックチェック結果結果結果結果のレポートをのレポートをのレポートをのレポートを表示表示表示表示しししし内容内容内容内容をををを確認確認確認確認・・・・印刷印刷印刷印刷    

をクリックすることで「チェック結果・画像情報」に表示されている結

果レポートを出力します。 

レポートは InternetExplorer(以降 IEと表記)が起動されHTML形式で表示されます。 

 

 

レポートの印刷は IEの印刷機能を利用して出力してください。 
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4.84.84.84.8 二次二次二次二次チェックチェックチェックチェック結果結果結果結果（（（（画像情報画像情報画像情報画像情報））））のののの表示内容表示内容表示内容表示内容をををを確認確認確認確認    

二次チェックはチェックレベルとしては「二次」となっていますが、各画像情報取得・チ

ェックを行っている一次チェックと同じタイミングで処理されます。 

チェックが完了すると画面「チェック結果・画像情報」に結果が表示されます。 

「画像情報」タブをクリックして二次チェック部分である画像情報を表示します。 

 
(患者 AOI SURUGA(駿河葵)は SS-MIX サンプルで用いられている架空のテスト患者です) 

 

対象の CD・ディレクトリの直下に「IHE_PDI」ディレクトリが存在するケースやビュー

ア用などの DICOM コンテンツ以外のディレクトリが存在する場合は下図のようにその

他ディレクトリの明細が表示されます。 
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4.94.94.94.9 二次二次二次二次チェックチェックチェックチェック結果結果結果結果（（（（画像情報画像情報画像情報画像情報））））のレポートをのレポートをのレポートをのレポートを表示表示表示表示しししし内容内容内容内容をををを確認確認確認確認・・・・印刷印刷印刷印刷    

をクリックすることで「チェック結果・画像情報」に表示されている画

像情報レポートを出力します。 

レポートは IEが起動されHTML形式で表示されます。 

 

 

レポートの印刷は IEの印刷機能を利用して出力してください。 
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4.104.104.104.10 CDCDCDCD レーベルのレーベルのレーベルのレーベルの印刷印刷印刷印刷    

をクリックすることで CDレーベル印刷画面が開きます。 

 

（（（（プリンタ・ページのプリンタ・ページのプリンタ・ページのプリンタ・ページの設定設定設定設定））））    

CD レーベル印刷が行えるプリンターを プリンター表記されているコンボボックスより

選択します。 

プリンターを選択したのち、「ページ設定」ボタンをクリックしてページ設定を行います。 

 

当例では CANON MP630 を使用して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

ページ設定した内容は 

「設定内容の保存」ボタンをクリックして保存を行ってください。 

 

給紙方法に CD トレイに相当する方

法が表示されない場合は、Windows

のプリンターの設定プロパティより設

定を変更して保存してみてください。 
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（（（（印刷項目印刷項目印刷項目印刷項目のののの設定設定設定設定））））    

 

画面が開かれた際、印刷項目に初期表示される値は下表の通りです。 

項目 初期表示内容 

提供元（医療機関名） 初期設定環境として設定したチェック医療機関 

患者名 一次チェック処理にて取得した患者名 

（複数患者の場合は最初の患者名） 

メディア作成日 一次チェック処理にて取得したメディア作成日時の

日付。 

問い合わせ先１ 初期設定環境として設定した問い合わせ先１ 

（医療機関名が設定されている想定） 

問い合わせ先２ 初期設定環境として設定した問い合わせ先２ 

（連絡先住所・TELが設定されている想定） 

初期表示値が空欄の場合「（～を入力してください）」が初期表示されます。 

 

 

初期設定環境とは 

アプリと同じディレクトリに存在する「InitialSettings.xml」ファイルの内容を指します。 

上記の項目はファイルを直接編集することなくアプリで変更が可能です。 

※後述「各種設定」を参照のこと 

 

 

（（（（最新表示最新表示最新表示最新表示、、、、印刷印刷印刷印刷））））    

 

「ズーム(%)」の値を変更することでプレビュー内容が拡大・縮小されます。 

（ズームの値を適用するには「最新表示」ボタンをクリックしてください） 

 

「グリッド線を印刷する(印刷調整用)」チェックをチェックすると 

青字の円形描画、X,Y座標値がプレビュー、印刷として描画されます。 

プリンターの初期設定時に位置合わせとして使用します。位置が定めた以降はチェックす

る必要はありません。 

 

ページの設定、印刷項目の変更、ズーム率の変更を行った場合、「最新表示」ボタンをク

リックしてプレビュー画面を最新化してください。 

 

「印刷」ボタンをクリックすることでプリンターに印刷を行います。 

「閉じる」ボタンをクリックすることで当画面を閉じ、元の画面に戻ります。 
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4.114.114.114.11 各種設定各種設定各種設定各種設定    

メイン画面ステータスに表示されている「設定」をクリックし、さらに「初期情報編集」

をクリックすることで「初期情報編集」ダイアログが開かれます。 

 

 

開かれた「初期情報編集」ダイアログで 医療機関、CD の問い合わせ先 などの初期設定

環境を変更します。 

 

 

 

「保存」ボタンをクリックすることで、項目値を初期設定環境ファイルに保存を行い、当

画面を閉じます。 

 

「キャンセル」ボタンをクリックすることで、保存を行わず当画面を閉じます。 
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4.124.124.124.12 調査用調査用調査用調査用そのそのそのその他機能他機能他機能他機能    

メイン画面ステータスに表示されている「その他機能(調査用)」をクリックすることで各

の付加機能を呼び出すことができます。 

 

（（（（エクスプローラでエクスプローラでエクスプローラでエクスプローラで開開開開くくくく））））    

「エクスプローラで開く」をクリックすることで、対象ドライブまたはディレクトリをエ

クスプローラで開きます。 

 

（（（（DICOMDIRDICOMDIRDICOMDIRDICOMDIR 内容一覧表示内容一覧表示内容一覧表示内容一覧表示））））    

「DICOMDIR内容一覧表示」を

ク リ ッ ク す る こ と で 、

DICOMDIR 一覧表示画面が表

示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（CD ISO9660CD ISO9660CD ISO9660CD ISO9660 ファイルファイルファイルファイル一覧表示一覧表示一覧表示一覧表示））））    

「CD ISO9660ファイル一覧表示」を

クリックすることで、CDを ISO9660

としてマウントした状態のファイル

一覧表示画面が表示されます。 

 

（対象ドライブがCDの場合のみ選択

できます） 
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5.5.5.5. チェックチェックチェックチェック方法方法方法方法・・・・内容内容内容内容    

当アプリにおける一次チェックの内容は下表の通りです。 

No 項目 説明 

1 メディア格納ルール  

1-1 ISO9660-level1形式 メディアを ISO9660形式でマウント可能

かチェックする。 

1-2 ディレクトリおよびファイル名が

適切であること 

CDを ISO9660形式でマウントし取得した

ファイルパス一覧より、以下のファイル命

名規則をチェックする。 

� ディレクトリ名は数字、英大文字、ア

ンダースコアのみで拡張子がつかない

こと 

� ディレクトリは 8階層までであること 

� ファイル名は数字、英大文字、アンダ

ースコアのみで 8文字以下であること 

� ファイル名の拡張子は数字、英大文字、

アンダースコアのみで 3文字以下であ

ること 

※対象ドライブが「ディレクトリ」の場合

はチェックを行わない 

2 DICOMDIRチェック  

2-1 DICOMDIRファイルがルートディ

レクトリに存在すること 

DICOMDIRファイルが対象ドライブ（デ

ィレクトリ）直下に存在するかチェックす

る。 

2-2 DICOMDIRがDICOM形式である

こと 

DICOMDIRファイル内の 128byte目が

「DICM」であるかチェックする。 

2-3 患者情報の必須タグが存在するこ

と 

DICOMDIRの患者[PATIENT]オブジェク

トに対して以下のチェックを行う。 

� 患者名(0010,0010)が設定されている

こと 

� 患者 ID(0010,0020)が設定されている

こと 
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No 項目 説明 

2-4 検査情報の必須タグが存在するこ

と 

DICOMDIRの検査[STUDY]オブジェクト

に対して以下のチェックを行う。 

� 検査 ID(0200,0010)が設定されている

こと 

� 検査日(0008,0020)が設定されている

こと 

� 検査時刻(0008,0030)が設定されてい

ること 

2-5 シリーズ情報の必須タグが存在す

ること 

DICOMDIRの画像シリーズ[SERIES]オ

ブジェクトに対して以下のチェックを行

う。 

� シリーズNo(0020,0011)が設定されて

いること 

� シリーズインスタンスUID 

(0020,000E)が設定されていること 

� モダリティ(0008,0060)が設定されて

いること 

2-6 画像情報の必須タグが存在しファ

イル名が適切であること 

DICOMDIRの画像[IMAGE]オブジェクト

に対して以下のチェックを行う。 

� 参照ファイル ID(0004,1500)が設定さ

れていること 

� 参照ファイル IDの値（参照ファイル

パス）のファイル命名規則（大文字英

数字＋「_」の 8文字以下で張子を持た

ない）が適切であること 

2-7 参照先となるルート直下のディレ

クトリが複数存在しないこと 

DICOMDIRの内容で参照先として示され

る全ての DICOMファイルが、単一のサブ

ディレクトリに格納されていることをチェ

ックする。 

3 DICOMコンテンツ （DICOMDIRの画像[IMAGE]オブジェク

トで示された参照ファイルのチェック） 

3-1 DICOMDIRの参照先として示され

る DICOMファイルが存在するこ

と 

該当のファイルが存在することをチェック

する。 

3-2 ファイル名に拡張子が設定されて

いないこと 

該当のファイル名に拡張子がないことをチ

ェックする。 

3-3 DICOM形式のファイルであるこ

と 

DICOMDIRファイル内の 128byte目が

「DICM」であるかチェックする。 
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No 項目 説明 

3-4 DICOMファイル格納ディレクト

リ内に DICOMDIRに記述されて

いないファイルが存在しない事 

該当ファイルが存在するディレクトリ内に

DICOMDIRで参照されていないファイル

が存在しないことをチェックする。 

4 他のコンテンツ  

4-1 DICOMDIR参照先以外に DICOM

ファイルが存在しないこと 

DICOMDIRで示された参照先以外に

DICOMファイルが存在しないこと。 

（DICOMファイルは「項番 3-3」を満たす

ファイルを意味する） 

 

 


